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☆釣 行 日  昭和６３年４月１７日  

☆入釣場所  臼谷漁港 留萌港 

☆潮     干潮  １９：３７  ９㎝ 

満潮  ０２：０７ ２０㎝ 

  干潮  ０８：０４ １４㎝ 

☆釣  果  川ガレイ     １ 

       砂ガレイ     ３ 

       ホッケ ３５㎝  １ 

アブラコ ３０㎝ １ 

ガヤ       １ 

カジカ      １ 

日曜参観日のため、午後から釣りに出かける。 

４月中旬のためまだまだ早いと思われるが、「北海道のつり」で福田氏が汐見、臼谷でよい

釣りをした（２００枚）とあったので出かけることにしたのだ。 

１６：００～１８：００ 臼谷漁港 

外防の先端で狙うも真ガレイ１枚に終わった。曳き釣りを試みたが、途中かけ上がりがあ

るのか根掛かりと思わせるところがあった。 

１９：００～２１：００ 留萌港 

留萌川の雪白水が入って全く釣りにならず。 

市販のビラビラ仕掛を使いタコを狙っている人がいた。結構釣れるのだという。 



  

 

☆釣 行 日  昭和６３年４月１８（月） １４：００～１７：００ 

☆入釣場所  浜益海水浴場   

☆潮     満潮 ０６：０５ ２２㎝ 

干潮 １０：５８ １３㎝ 

満潮 １６：２０   

☆天  気  南風少し強い 波なし 

☆釣  果  クロガシラ  １ 

       川ガレイ   ２ 

       アカハラ 

息子にクロガシラ３２㎝ 

天気がよいので岩見沢の義母を誘って昼ご飯を食べに浜益の海水浴場へ行った。もちろん

投げ釣りの道具を忍ばせておく。初めのうちは全くアタリが出なかったが、４：００頃よ

りアタリが続いた。 

私が川ガレイ。息子がクロガシラ３２㎝。娘が川ガレイ。息子がアカハラ 

 

☆釣 行 日  昭和６３年５月２日  

☆入釣場所  浜益海水浴場 

☆釣  果  川ガレイ    ７ 

       イシモチ    １ 

兄と一緒に 



早朝にでて９：００に帰宅。 

 

☆釣 行 日  昭和６３年５月２１日，２２日  

☆入釣場所  臼谷漁港 湯泊岬 浜益川左岸 

☆釣  果  カンカイ  １ 

砂ガレイ  ４ 

川ガレイ  ３ 

イシモチ  １ 

１７：００～１９：００ 臼谷漁港 カンカイ１、砂ガレイ１ 

湯泊岬 坊主 アタリなし 

浜益川左岸砂浜 川ガレイ４、砂ガレイ３、イシモチ１ 

 

☆釣 行 日  昭和６３年６月１８日・１９日  

☆入釣場所  湯泊岬 

☆潮     満潮 １７：００ ３２㎝ 

干潮 ０１：００  ９㎝ 

☆天  気  風弱い 曇り べた凪 

☆釣  果  ホッケ    ３ 

       ガヤ    ３０ 

       ソイ     １ 

       ハゴトコ   １ 

       シマゾイ   １ 

       ウマヅラハギ １ 

シマゾイ２７㎝ 

運動会延期のため前週は釣りに行けず、今週にずれ込んだ。 

１４，０００円の大枚を叩いてウキ釣り用の竿を購入する。その試し釣りでもある。 

１５：００に出発。時間的にもまだ早いので、途中情報を得ながら行くことにした。ガマ

タトンネルとタンパッケトンネルの間で防潮堤の上から竿を出している釣り人に尋ねる。

先週、アブラコ７匹の釣果。竿３００号、オモリに砂袋を用いている。この道具立てだと

高いところからでも一気にごぼう抜きできると言う。雄冬トンネル北出口も良さそうであ

る。 

１７：００より釣り始める。まず、ホッケが上がった。慌ててウキ釣りを準備して釣った

が３匹に終わる。陽が落ちてから２２：００時頃よりガヤ３０、ソイ１、ハゴトコ１ 

明け方の３：００頃、シマゾイ２７㎝１、ウマヅラハギ１ 

５：００終了。 



 

 

 



 



 

 

 

 



☆釣 行 日  昭和６３年７月２日～３日 

☆入釣場所  湯泊岬 

☆釣  果  ソイ      ２ 

ガヤ     １２ 

ウマヅラハギ  ２ 

明け方ウマヅラハギのエサ取りにあう。この時期、明るくなるとウマヅラが寄ってくるよ

うだ。 

 

☆釣 行 日  昭和６３年１１月２２日～２３日 

☆入釣場所  羽幌港 

☆潮     干潮 ９：３０ 

       満潮 ２：３０ 

       干潮 ９：００ 

☆天  気  晴天 べた凪 朝方多少波がでる 

☆エ  サ  イソメ２箱 ゴロ２０ サンマ３ 

☆釣  果  カンカイ    ８ 

       ホッケ     ２ 

カジカ     ２ 

砂ガレイ    ２ 

川ガレイ    ５ 

真ガレイ    １ 

ワタリガニ   １ 

１４：００ 出発。途中留萌川河口で竿を出していた人に聞くが、３日間べた凪状態が続

き、どこの浜でも釣果が全く上がらないとのことだった。力昼の浜でカンカイ２０本ほど

を釣ったという情報も得る。羽幌港に寄ってみる。しかし、釣れたという情報は無い。 

予定どおり岬港に５：００に着く。アタリがなく川ガレイが２匹釣れたのみ。全体で竿が

２０本ぐらいあったが誰にも来ない。どこへ行っても駄目だろうと粘ったがチビカンカイ

１匹に終わった。 

 羽幌港へと向かう。０：００ここでもやはりよい情報は得られない。車で休むために戻

ってきた釣り人に聞くと防波堤先端でカンカイが３本上がったという。わずかな期待を込

めて先端へと向かう。先端は一人のスペースなので途中で竿を出していると、先客が帰り

支度を始めた。早速、先端へと向かったが段差がきつかったため荷物を２回に分けて運ん

だ。 

 ここでようやくアタリがあり砂ガレイが釣れる。その後、ポツポツとアタリがあり、退

屈しない程度に釣れた。 



朝方、ホッケが続けてきたので、ウキ釣りでもと思ったがエサがなくなった。 

９：００に終了。 

帰りに線路の工事のため１２：００まで港から出ることが出来ないということで、線路の

上をゴトンゴトンと無理して渡った。チカ釣りと思い準備するが全く駄目であった。１２：

００に総てやめて帰宅する。 

 

 

 



 


